
　児童扶養手当は、児童が障害基礎年金の子の加算の対象となっている場合は支給されませんでしたが、平成23年４月
以降は、児童扶養手当額と障害基礎年金の子の加算額を児童ごとに比較して、有利な方を受けられるようになります。
　有利な方を受けるためには手続きが必要となりますので、下記の担当課までご相談ください。
　※１　平成23年４月分からの児童扶養手当を受給するためには、平成23年９月15日までの申請が必要です。それ以降
　　　　は、申請月の翌月分からの受給開始になります。
　※２　母子世帯や父子世帯の方は、上記の児童扶養手当と障害基礎年金の子の加算での受給変更はできません。

■問合せ　新居浜年金事務所お客様相談室　℡0897－35－1445
　　　　　市庁舎本館市民生活課　年金係　℡0897－52－1383
　　　　　各総合支所市民福祉課　市民保険係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）

■問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　子育て支援係　℡0897－52－1337
　　　　　各総合支所市民福祉課　福祉係（東予）、　市民福祉係（丹原・小松）

　障害年金の受給開始時点で生計を
同じくする配偶者や子に限って加算
が支給されていました。

これまで
　障害年金の受給開始後に、婚姻や出生などに
よって生計を同じくするようになった配偶者や
子にも届け出によって加算が支給されます。

平成23年４月から

　障害年金を受け取り出した後に、婚姻や出生などによって生計を同じくする配偶者や子ができた場合にも、平成23年
４月以降は、届け出によって加算が支給されるようになりました。
　※この場合の「子」とは、18歳未満の子または１・２級の障害の状態にある20歳未満の子をいいます。

障害基礎年金の子加算の運用見直しに伴い児童扶養手当の対象が拡大されます

障害年金の加算の範囲が拡大されました

ー日本年金機構からのお知らせー　　４月から障害年金加算改善法が施行されました
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